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 いてࡘᩍ育のあり方にࣈーシࣝࢡン

―ᗂ児ᩍ育⌧ሙにおけるᩍဨの関わり方にࡘいて― 

 

+RZ WR $GRSW WKH ,QFOXVLYH (GXFDWLRQ 

―&RQVLGHULQJ WKH ZD\ 7HDFKHUV 'R LQ (DUO\ &KLOGKRRG 

(GXFDWLRQ― 

ᐊ㇂ 㞞⨾࣭大ሯ ㈗அ࣭✄⏣ 㐩ஓ  

 0DVDPL 0XUR\D 7DND\XNL 2WVXND 7DWVX\D ,QDGD 

㸯．ࡵࡌࡣに 

 、⩏ົᩍ育ẁ㝵の全児❺ᩘがῶᑡഴྥにあるなかで、≉別なᨭ援が必要な児❺生ᚐがቑຍഴ

ྥにある。ᩥ⛉┬のⓎ⾲によると、ᖹᡂ 27 年 5 ᭶㸯᪥⌧ᅾ、≉別ᨭ援学ᰯ（ᗂ⛶㒊࣭ᑠ学㒊࣭୰

学㒊࣭㧗➼㒊）にᅾ学するᗂ児児❺生ᚐᩘ（ᅜ࣭බ࣭⚾❧ィ）は、1�7���4 人である。 

ᩍ育というのࣈーシࣝࢡン、というពであり「ࡴໟみ㎸」とは、「ໟᣓⓗな」ࣈーシࣝࢡン

は、障がいのある者とない者がඹに学ࡪことを㏻して、ඹ生♫のᐇ⌧に㈉⊩しようという考え方

である。ンࣝࢡーシࣈᩍ育というゝⴥがᗈまりጞめたのは、1994 年に 81(6&2 によって㛤かれた

ᅜ㝿㆟がきっかけࡔとゝわれている。このᅜ㝿㆟で「(GXFDWLRQ IRU $OO�人のためのᩍ育�」

がうたわれ、ྍ ⬟な㝈りすべての子どもの⬟ຊࡸᅔりࡈとに応じたᩍ育を行っていく方ྥᛶがබに

ᡴちฟࡉれた。また、2011（ᖹᡂ 23）年㸶᭶に障害者ᇶᮏἲがᨵṇࡉれ、「ྍ⬟な㝈り障害者であ

る児❺ཬࡧ生ᚐが障害者でない児❺ཬࡧ生ᚐとඹにᩍ育を受けられるよう配慮」（16 ᮲）するとࡉ

れた。 

ョン（LQFOXVLRQ）＝「ໟᣓࢪーࣝࢡンらにけຍえると、ᒾ࣭Ỉ㔝࣭㓇ྛẶὀ㸯）はࠗࡉ

（ྵめる）」とは、「᭱ึから、障害ᗂ児もどんなᗂ児もྵめる」というពである。≉別なᩍ育ⓗ

ニーࢬのあるᗂ児すべてをྵめて受け入れる理ⓗなᗂ⛶ᅬ࣭保育ᡤを┠ᣦすのである。障害ᗂ児

の保育に必要な様ࠎなࡸࣇࢵࢱࢫタ࣭タഛをᩚえて、ᖖ児と障害ᗂ児とがᗂ⛶ᅬ࣭保育ᡤで一

⥴に生άするのである。ࡘまり、ンࣞࢢࢸーションをⓎᒎࡉせたものがンࣝࢡーࢪョンであ

る。࠘ と、㏙べている。 
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ᩥ⛉┬では、᪩期からのᩍ育┦ㄯ࣭ᨭ援が必要であるとࡉれ、「子ども一人一人のᩍ育ⓗニーࢬ

に応じたᨭ援を保障するためには、ஙᗂ児期をྵめ᪩期からのᩍ育┦ㄯࡸᑵ学┦ㄯを行うことによ

り、ᮏ人࣭保ㆤ者に十分なሗをᥦ౪するとともに、ᗂ⛶ᅬ➼において、保ㆤ者をྵめ関ಀ者がᩍ

育ⓗニーࢬと必要なᨭ援にࡘいてඹ㏻理解を῝めることにより、保ㆤ者の障害受ᐜにࡘなࡆ、その

ᚋのなᨭ援にもࡘなࡆていくことが㔜要である。また、ᮏ人࣭保ㆤ者とᕷ⏫ᮧᩍ育ጤဨ、学

ᰯ➼が、ᩍ育ⓗニーࢬと必要なᨭ援にࡘいて合ពᙧᡂを図っていくことが㔜要である。」とし、ࡉ

らに、「ங児期からᗂ児期にかけて、子どもがᑓ㛛ⓗなᩍ育┦ㄯ࣭ᨭ援が受けられる体ไを་⒪、

保、⚟♴➼との㐃ᦠのୗに᪩ᛴに☜❧することが必要であり、それにより、㧗いᩍ育ຠᯝが期ᚅ

できる。」ὀ㸱）と、グしている。 

᪥、ᩍ育分㔝の㔜要ㄢ㢟として、一人ࡦとりに応じたᣦᑟࡸᨭ援（≉別ᨭ援ᩍ育）にຍえ、障

がいのある者と障がいのない者がྍ⬟な㝈りඹに学ࡪ⤌み（ンࣝࢡーシࣈᩍ育シ࣒ࢸࢫ）をᵓ

⠏することであるとࡉれている。 

  
㸰．┠ ⓗ 

  ᗂ⛶ᅬᩍㅍ࣭保育ኈを┠ᣦす学生が、障害児の受け入れをどのように考えているのかを▱るとと

もに、ンࣝࢡーシࣈᩍ育のᇶᮏの考え方ࡸ、ᐇ㝿にはどのようにᩍ育にάかࡉれているのか、

ンࣝࢡーシࣈᩍ育のあり方ࡸᗂ児ᩍ育の⌧ሙにおいてఱを᭱㔜要どとして障害児と関わるかにࡘ

いて考えることを┠ⓗとする。 

 

㸱．ㄪᰝ᪉ἲ 

 （㸯）ㄪᰝ期࣭ㄪᰝ対㇟ 

ᖹᡂ 29 年 10 ᭶に「ンࣝࢡーシࣈᩍ育」にࡘいて、㹌ᑓ㛛学ᰯᅾ⡠୰の学生を対㇟にン

ケーࢺㄪᰝをᐇした。対㇟は、ㄪᰝᙜ᪥ฟᖍした 81 ྡである。 

 

（２）ㄪᰝෆᐜ 

すᮌẶの「保育ኈ㣴ᡂᰯの学生が考える障害児保育のᑓ㛛ᛶ」ὀ２）に関するンケーࢺㄪᰝ

をཧ考にసᡂした。ㄪᰝෆᐜはձンࣝࢡーシࣈᩍ育の理解ᗘ、ղ障害児を受け入れるにあた

り、保育者として必要なこと、ճ障害児を受け入れるにあたり、子どもへの関わりにࡘいて、

մ障がいに関する理解にࡘいて、とした。ࢫ࢙ࣇシーࢺで、ᛶ別࣭学年をᑜࡡた。 

 

４．⤖ ᯝ 

 （㸯）回答⪅のᛶู࣭Ꮫᖺ 

    ᅇ⟅者のうち、⏨子 21 人（30.9％）、ዪ子 47 人（69.1％）で、学年では、一年生 35 人（51.5％）、
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年生 33 人（48.5％）であった。 

（㸰）ࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥᩍ⫱に࡚࠸ࡘ 

 という㉁ၥに関しては、図㸯に示したと「いて▱っていますかࡘᩍ育にࣈーシࣝࢡン」   

おりである。「Ⰻく▱っている」は㸮人であった。「▱っている」は４人（5.9％）、「聞いたこ 

とがある」は 11 人（16.2％）、「▱らない」は 53 人（77.9％）であったことから、学生の㸶 

がンࣝࢡーシࣈᩍ育に関して、▱㆑をᚓていないということがわかった。 

 「障害児保育」のㅮ⩏➼で、▱㆑を㌟にࡘけࡉせる必要があるとᙉくឤじられた。 

 

ｎ＝68 

▱らない

77.9％

聞いたことがあ

る

16.2％

▱っている

5.9％
Ⰻく▱っている

㸮％

▱らない

聞いたことがある

▱っている

Ⰻく▱っている

 
図㸯 ンࣝࢡーシࣈᩍ育にࡘいてのㄆ▱ᗘ 

 

（㸱）障害児を受け入れるにあたり、ಖ⫱⪅࡚ࡋᚲせࡇ࡞（複数回答） 

   「障害児を受け入れるにあたり、保育者として必要なことはなにか」に関しては、図２に示し

たとおりである。全体で᭱も多かったのが「障がいに対する▱㆑」で 44 人（64.7％）であった。

次いで「子どもを理解する」が 41 人（60.3％）、「保ㆤ者との関わり」が 29 人（42.6％）であっ

た。 

   ⏨ዪ別では、大きなᛶᕪはなかったが、図㸱に示したように、学年によってᕪ␗があった。２

年生は、「保ㆤ者との関わり」が 19 人（57.6％）でもっとも多くなっていることから、ᐇ⩦の経

験からᚓたものではないかと考える。障害児保育のㅮ⩏の୰で一番㔜要どしているのは、障害児

と障害児の保ㆤとのឡ着関ಀであるからである。㸯年生は、そうではなくまࡔど㔝が⊃いため┠

の๓の障害児と⮬分との気࡙きを大であると考えていることから、「ಙ㢗」ࡸ「援助」、「ᖹ➼」

「ឡ」といったことが多かった。 

   ඹ㏻してゝえることは、「子どもを理解する」ࡸ「障がいに対する▱㆑」を保育者として必要
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とឤじている。 
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図２ 障害児を受け入れるにあたり、保育者として必要なこと（全体） 
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図㸱 障害児を受け入れるにあたり、保育者として必要なこと（学年別） 
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図２ 障害児を受け入れるにあたり、保育者として必要なこと（全体） 
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図㸱 障害児を受け入れるにあたり、保育者として必要なこと（学年別） 
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４．障害児を受け入れるにあたり、子どもへの関わり（複数回答） 

   「障害児を受け入れるにあたり、保育者として必要なことはなにか」に関しては、図４に示し

たとおりである。全体でみると、「障がいのある子どもが安心できるようにする」が 40 人（58.8％）、

次に「障がいに応じて援助する」が 38 人（55.9％）であった。 

   図５に示したように、学年別では1年生では「子どもが安心できるようにする」が25人（71.4％）

で、次に「その子に合わせたコミュニケーションをとる」が 18 人（51.4％）であった。２年生

は、「障害に応じて援助する」が一番多く 20 人（60.6％）で、続いて「その子の心を受け止める」

が 18 人（54.4％）であったことから、1 年生と２年生では、子どもへの関わり方には、違いが

あることがわかる。２年生は、子どものすべてを受け止めながら障害児保育を考えようとしてい

る。それに対し、1年生は、まずは障がいを持った子どもに対し、落ち着かせようという気持ち

が働いている。不適切な行動をとる子どもたちが障害児であると考えているところがあるので、

不適切な行動を取り除こうとしている。２年生は、不適切な行動をとることを十分に理解してい

ることからも、経験を積んでいることがわかる。 

ｎ＝68 
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図４ 障害児を受け入れるにあたり、子どもへの関わり（全体） 
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図５ 障害児を受け入れるにあたり、子どもへの関わり（学年別） 

 

㸳．障࠸ࡀに関ࡍる⌮ゎ 

  「障がいに関する理解」に関しては、図㸴に示したとおりである。全体でみると「障がいにࡘ

いて▱㆑ࡸ理解を῝める」が38人（55.9％）で一番多く。次に「障害の≉ᚩを▱る」が12人（17.6％）

であった。「障がいにࡘいて▱㆑ࡸ理解を῝める」ことが必要であるとឤじている学生がᅽಽⓗ

に多く、㸴㏆くを༨めている。学生は、まず理解をしてから障害児の子どもたちと関わってい

こうとするഴྥがあるのではないかと考える。 

  学年別でみると、ࡸはり、㸯㸬２年生とも「障がいにࡘいて▱㆑ࡸ理解を῝める」が多いが、

㸯年生では「障がいにࡘいて学ࡪ」が㸵ྡ（20％）であり、２年生は「障がいの≉ᚩを▱る」が

㸶ྡ（24.2％）となっている。どちらにしても、障がいにࡘいてまずは▱ることからと考えてい

る学生が多くいることがఛえる。 
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図㸴 障がいに関する理解（全体） 
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図㸵 障がいに関する理解（学年別） 

 

 㸴．⪃ ᐹ 

   㸯࣭２年生とも、「ンࣝࢡーシࣈ」というゝⴥにࡘいては、▱らない学生が多くいたことは、

ᚋのㅮ⩏にάかしていかなけれࡤならいと考える。障害児ᩍ育においては関心が㧗く、1年生

においては障害児との関ಀにおいてឡࡸಙ㢗関ಀを大切にしながら、保育ᡤ➼のᖖ児とྠじ

ように関わることを┠ᣦしていることを▱ることができた。 

   ２年生においては、㸯年生よりも῝く保育を学んでいるので障害児に対しての▱㆑もあり、障

害児のすべてを受け入れるところからฟⓎしている。 

ᖖ児とྠじように受け入れるのではなく、障害児一人ࡦとりのことを受け止めながら保育

をしていくことを▱ることができた。 

   「障がいに関する理解」に関しては、「障がいにࡘいて▱㆑ࡸ理解を῝める」ことが必要とឤ

じていることから、までの▱㆑などではまࡔ十分に障がいに関して理解がฟ᮶ていないとᛮっ

ていることがఛえる。これから、ࡉらに障害児に関する▱㆑を῝めてもらわなけれࡤならないと

考える。 

   また、障がいに対する▱㆑を学ࡧ、障害児への理解を῝めることの㔜要ᛶを学ࡤなけれࡤなら

ない。障害児の保ㆤ者に対してのᨭ援が子どもへのᙳ㡪ຊに大きく関ಀしてくることを理解して

いると考える。 
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   そのようななかで᭱㔜どしているල体ⓗなෆᐜが「その子に合わせたコミュニケーション」࣭

「子どもが安心できる⎔ቃ」࣭「障がいに応じた援助」であり、「ンࣝࢡーシࣈᩍ育」というゝ

ⴥのㄆ▱ᗘはపいが、その理ᛕのෆᐜにࡘいては、1ᑓ㛛学ᰯの学生はよく理解できていると考

える。 

    

�ᘬ⏝ᩥ⊩! 

ὀ㸯）ᒾ῟࣭Ỉ㔝⸅࣭㓇ᖾ子（2014）ࠗ ᗂ⛶ᅬ࣭保育ᡤのඛ生のための 障害児保育࠘ࢺࢫ࢟ࢸ

ᩍ育ฟ∧ SS㸬32 

ὀ２）すᮌ㈗⨾子（2013）ࠗ 保育ኈ㣴ᡂᰯの学生が考える障害児保育のᑓ㛛ᛶ㸫.- ἲを⏝いたࣔࢫー

ションによる᳨ウ㸫࠘ᅄኳ⋤ᑎ大学⣖要第ࢵ࢝ࢫࢹࣉーࣝࢢࣝ 56 号 SS㸬217㹼227 

ὀ㸱）ඹ生♫のᙧᡂにྥけたンࣝࢡーシࣈᩍ育シ࣒ࢸࢫᵓ⠏のための≉別ᨭ援ᩍ育の᥎㐍（ሗ࿌）

ᴫ要 ᩥ㒊⛉学┬ 

 

�ཧ考ᩥ⊩! 

ᕝ合⣖᐀࣭ⱝᯇᙪ࣭∹⏣ཱྀ㎮ᕫ（2016）ࠗ ≉別ᨭ援ᩍ育⥲論 ンࣝࢡーシࣈ௦の理論とᐇ㊶࠘ 

大㊰᭩ᡣ 

ඵᖭࡺかり（2012）ࠗ わがᅜにおけるンࣝࢡーシࣈᩍ育のあり方㸫⤫合ᩍ育のṔྐⓗ⫼ᬒを㋃まえ

て㸫࠘㬆㛛ᩍ育大学◊✲⣖要第 27 ᕳ SS㸬65㹼79 

ᩥ㒊⛉学┬ ึ➼୰➼ᩍ育ᒁ ≉別ᨭ援ㄢࠗンࣝࢡーシࣈᩍ育シ࣒ࢸࢫᵓ⠏ᴗ࠘ZZZ�PH[W�JR�MS 

（2017 年 10 ᭶ 1� ᪥㜀ぴ） 

  ࢺࢧᩍ育ሗࢭࢵࢿ࣋で≉別ᨭ援はどうኚわるの㸽「ᩍ育ࣈーシࣝࢡン」

KWWS��EHQHVVH�MS�N\RXLNX�20120��20120�02�5�KWPO（2017 年 10 ᭶ 1� ᪥㜀ぴ） 

KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKXN\R�FKXN\R��044�DWWDFK�1�21����KWP（2017 年 10 ᭶ 1� 

᪥㜀ぴ） 

KWWSV���K�QDYL�MS�FROXPQ�DUWLFOH��502572�（2017 年 10 ᭶ 1� ᪥㜀ぴ） 
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